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明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
乙
乙
に
会
員
の
符
様

と
共
に
新
ら
し
い
年
を
迎
え
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
乙
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
同
窓
会
を
お
引
き
受
け
し
た
第
一
年
目
で
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
各
位
の
御
支
援
に
よ
り
、
大
過
な
く
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
昨
年
末
の
学
術
会
議
会
員
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
ま
し
た
杉

山
学
長
が
見
事
当
選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
乙
と
で
あ

り
ま
す
o

同
容
山
会
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
今
年
は
、

て
明
年
に
行
な
わ
れ
る
予
定
の
東
京
街
科
大
学
創
立
八
十
周
年
並
び

に
血
村
守
之
助
先
生
生
誕
百
年
の
記
念
行
事
や
記
念
事
業
の
準
備
の

年
で
あ
り
ま
す
o

乙
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
委
員
会
に
於
て
着

荷
構
想
が
練
ら
れ
、
具
体
案
が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
o

決
定
次

第
遂
次
会
報
紙
上
で
御
報
告
致
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
同
窓
各
位
の
絶
大
な
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
、
昨
年
の
総
会
で
御
承
認
を
得
ま
し
た
同
窓
会
の
会
川
及
び
諸
規
程

を
時
代
に
則
応
し
た
も
の
に
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
日
、
こ

の
問
題
に
関
す
る
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
そ
の
他
過
日
の
評
議
員
、
支
部
長
会
並
び
に
総
会
に
お
け
る
各
位

の
御
芯
見
守
管
可
能
な
も
の
か
ら
遂
次
実
施
し
て
行
き
た
い
所
存
で
あ

り
ま
す
。

四
、
さ
ら
に
、
講
演
会
、
日
曜
セ
ミ
ナ

ー、

夏
期
講
習
会
等
も
従
来
通

り
行
い
ま
す
の
で
多
数
の
会
員
の
御
参
加
を
望
み
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

基
本
方
針
と
し
て
、
何
事
に
よ
ら
ず
、
事
に
当

る
に
際
し
て
は
、
歯
科
界
全
般
の
正
し
い
発
展
の
た
め
、
母
校
の
輝
し

い
伝
統
精
神
を
基
盤
と
し
て
行
動
し
た
い
と
思

っ
て
お
と
ま
す
。

目
先
き
の
利
害
得
失
に
と
ら
わ
れ
る
ζ

と
な
く
、
今
後
ま
す
ま
す
連

帯
観
念
の
昂
揚
に
努
力
し
、
誤
り
な
き
を
期
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。今

後
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
致
す
と
同
時
に
、
会
員
各
位
の
御
自

愛
の
程
を
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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酬

二
月
講
演
会

川

川

日
時
二
月
二
十
三
日

(
日
)
午
後
一
時
J
四

時

場

所

母

校

第
四
教
室

川

川

⑨

『
同
窓
会
に
な
に
を
望
む
か
』

川

講

演

会

の

た

び

に

、
直
接
会
員
か
ら
の
御
意
見
や
御
希
望
、
提
案
な
ど
を
お
き
、
き
し
て
川

川

参
考
に
す
る
乙
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
も
卒
直
な
御
発
言
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

川

川

⑨

『
ア
ン
デ
ス
の
山
と
イ
ン
力
、
イ
ン
デ
イ
オ
』

川

州

東

京

術

科

大

学

山

岳

会

ベ

ル

l
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊

川

渡
辺
富
士
夫
教
授
依
田
雄
弘
氏

川

川
本
会
報
で
御
承
知
の
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
の
経
験
し
た
貴
重
な
体
験
を
美
し
い
カ
ラ
l
ス

川

川
ラ
イ
ド
よ
り
披
露
し
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
初
登
撃
の
感
激
と
、
偉
大
な
イ
ン
川

川

カ

文

化
、
イ

ン
デ
イ
オ
の
生
活
等
は
興
味
深
か
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

川

川

⑨

『
歯
内
回(
保
存
)
療

法

で

ど

の

程

度

ま

で

の

根

端

病

巣

川

酬

は
癒
し
う
る
か
』

講

師

長

谷

川
正
康

助

教

授

川

川
日
常
の
臨
床
に
お
い
て
、
抜
歯
か
、
保
存
か
の
決
定
に
は
か
な
り
悩
ま
さ
れ
る
事
が
多
川

酬
い
も
の
で
あ
る
。
根
管
治
療
に
よ
っ
て
、
ど
乙
ま
で
癒
し
う
る
か
?

ど
の
よ
う
に
治
川

川

癒

し

て

行

く

か

等
を
、
X
線
写
真
に
よ
り
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
州

川
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
要
点
は
何
か
に
も
触
れ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
御
期
待
下
さ
い
。
川

東
京
歯
科
大
学
学
会

(例
会
〉

日
時
二
月
二
十
二
日

(
土
)
午
後
一
時
よ
り

場

所

母
校
教
室

卒
業
証
書
授
与
式

・
東
京
歯
科
大
学

三
月
二
十
五
日
(
火
)
午
御
一
時
三
十
分
よ
り

-
東
京
歯
科
大
学
歯
科
衛
生
士
山
学
校

三
月
二
十
七
日
(
木
)
午
後
一
時
よ
り

『
日
曜

セ

ミ

ナ

ー
』
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
頁
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

『
歯
科
医
療
管
理
は
な
ぜ
必
要
か
』

四
月
二
十
日

(第
三
日
曜
日
)
午
前
十
時
J
午
後
四
時

勝
先
生

織
家

『
夏
期
講
習
会
』

今
年
も
例
年
通
り
夏
期
講
沼
閉
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
追
て
発
炎
し
ま
す
。

新
ら
し
い
同
窓
会
々
員
名
簿
は
一
部
四
百
円
で
す
。

す
ぐ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。



新
年
交
歓
会
聞
か
る

元

E
十
一
時
よ
り
母
校
第
一
教
室
で

今
年
の
元
旦
の
東
京
は
雲

一
つ
な
い

晴
天
で
珍
ら
し
く
ス
モ
ッ

グ
も
な
く
絶

好
の
正
月
日
よ
り
で
あ
っ
た
。
例
年
と

殆
ん
ど
同
じ
様
な
顔
ぶ
れ
で
は
あ
る
が

約
百
名
の
同
窓
が
参
集
し
、

阪
か
に
開

催
さ
れ
た
。

定
刻
、
松
宮
教
授
の
司
会
で
開
会。

杉
山
学
長
、
福
島
同
窓
会
長
の
年
頭
の

と
挨
拶
の
後
、
榎
本
同
窓
会
名
誉
会
頭

の
発
声
で
乾
杯
、
加
藤
教
授

の
謡
曲

「
鶴
亀
」
で
新
春
を
寿
い
だ
。
こ
の
間

十
二
月
末
欧
米
視
察
の
旅
か
ら
帰
国
さ

れ
た
ば
か
り
の
高
橋
教
授
の
と
挨
拶
が

あ
り
、
十
二
時
日
出
た
く
散
会
し
た
。

杉
山
学
長
の
ご
挨
拶
要
旨

新
年
を
お
慶
び
す
る
と
同
時
に
日
頃

の
同
窓
各
位
の
御
支
援
に
感
謝
し
ま

す
。去

年
度
は
一

、
教
室
の
改
造
が
で

き
た
(
写
真
参
照
)
二
、
学
術
会
議
会

員
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず

れ
も
同
窓
会
各
位
の
御
協
力
の
賜
で
感

謝
に
た
え
な
い
。
三
、
海
外
に
多
く
教

員
が
出
張
し
た

u

高
添
助
教
授
(
米
)
北

村
、
三
崎
教
授
(
台
湾
)
今
西
助
教
授

(
欧
)
高
安
講
師
(
南
米
)
堤
助
教
授
(
欧
)

高
橋
(
庄
)
教
授
(
欧
米
)野
村
講
師
(
欧

米
)
芳
賀
教
授
(
欧
米
)
松
宮
教
授
(
南

米
)
大
井
、
関
恨
教
授
(
韓
国
)
高
橋

(重
)
幼
教
授
(
欧
米
)
大
塚
講
師
(
欧
米
)

渡
辺
教
授
〈
南
米
)
で
あ
っ
た
。

今
年
度
は
、

一
、
コ
コ
バ
ル
ト
印
を

市
川
病
院
に
設
置
す
る
。
二
、
解
剖
別

館
横
に
図
書
室
、
研
究
室
等
を
収
容
す

る
建
築
を
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
診
療
、

研
究
態
坊
が
一
層
充
実
す
る
で
あ
ろ
う

三
、
海
外
に
は
坂
田
教
授
、
関
根
(
弘
)

教
授
、
鈴
木
教
授
、
士
口
木
講
師
を
派
遣

す
る
が
、
出
張
す
る
教
員
は
多
分
増
加

す
る
で
あ
ろ
う
。
海
外
に
出
て
直
接
見

聞
を
広
め
、
研
究
に
、
教
育
に
、
診
療

に
生
か
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
る
。

。
日
曜
セ
ミ
ナ
ー

2 

好
評
の
日
曜
セ
ミ
ナ

ー
を
今
年
も
次
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
ケ

ー十
十 九 八 五 四 月ノ、

月 月 月 月 月 Pl 月 月

ト 十 十 十
四 十

九
十

七
十

八 十一 九 日
日 日 日 日 l司 日 1=1 日

歯科 極各
ク ポ LJ 九奇

基礎 科I歯
7 !位 正

E五ー 棒髄[ ウ セ lこ
者患

と
療医管lこ 、J レ 現 床臨必 処 、/ わ の 諜

要 i~" フ れ 治 よ 理
fょ 後 リ イ る 療 り lま

隣接
l乙 ツ 、/ 悪 法 み な
お 、ン レ

性腫 と ?こ ぜ
医 け Iこ そ 上 必
戸'+ る よ の 蕩 の 寸=x二‘ 幸喜

不 る か の
実技

な か

快出
日1) ん

診断
麻酔法部怯f ど

状 乙 と
と の ろ

治療そ
修復

の

対策

題

各市 浅根関 羽 石 三長 山 中上 織家 講
科病)!J 康井滋永 i賀i立

達}II 金崎尾;菩 本義戊 久喜喬薙彦条
院 夫 也 勝

教
弘助

授
教綬教筏 教授 教授 教授教授 教授 教授教授 生先 印li

一
、

受

講

料

各
課
題
に
つ
き
一
名
五
千
円
(
当
日
持
参
の
こ
と
)

一
、
課
題
に
よ
っ
て
は
、
受
講
料
の
外
に
材
料
費
の
実
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

一
、
申
込
締
切

開
催
日
の

一
週
間
前
(
但
し
、
そ
の
以
前
に
定
民
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
〉

一
、

時

間

午

前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

一

、

定

員

各
科
二
十
名

一
、
申

込

先

東
京
術
科
大
学
同
窓
会
事
業
部



東
京
歯
科
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念

並
び
に
血
脇
守
之
助
先
生
誕
生
百
年

記
念
事
業
企
画
委
員
会
の
経
過

記
念
行
事
は
明
年
秋
に
開
催
の
意
向

本
会
報
第
一
二
四
号
(
昭
和

G
・
8
・

日
〉
に
発
表
さ
れ
た
と
お
り
本
企
画
委

員
会
は
、
本
委
員
会
で
審
議
す
べ
き
企

画
原
案
を
検
討
す
る
た
め
に
小
委
員
会

を
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
小
委
員
長
以

下
六
名
の
小
委
員
が
指
名
さ
れ
、
爾

来
、
杉
山
小
委
員
長
を
中
心
と
し
て
会

合
を
重
ね
、
企
画
原
案
を
一
応
作
成

し
、
旧
臓
十
二
月
十
四
日
の
第
二
回
企

同
委
員
会
に
提
出
、
審
議
が
行
な
わ
れ

た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
細
目
に
つ
い

母
校
よ
り

市
川
病
院
に
コ
バ
ル
ト
叩

深
部
治
療
装
置
を
設
置

本
学
は
本
年
度
研
究
設
備
整
備
費
補

助
金
に
よ
り
特
殊
研
究
設
備
と
し
て
、

セ
ラ
ト
ロ
ン
コ
バ
ル
ト

印
深
部
治
療
装

置
の
設
置
を
申
請
中
で
あ
っ
た
が
、
円相

年

m月
日
日
付
で
そ
の
許
可
が
決
定
し

た
。

μ
年
3
月
カ
ナ
ダ
か
ら
到
着
予
定

の
本
装
置
は
、
市
川
病
院
に
設
置
す
る

て
小
委
員
会
で
審
議
を
継
続
す
る
ζ

と

と
な
っ
た
。

な
お
、
記
念
事
業
と
し
て
は
、
-
記

念
行
事

2
記
念
事
業
と
に
分
け
、
記

念
行
事
は
、
昭
和
四
十
年
秩
に
挙
行
し

た
い
意
向
で
あ
る
と
い
う
が
、
ま
だ
全

体
的
に
審
議
中
で
あ
る
の
で
、
発
表
の

段
階
で
は
な
く
具
体
的
な
内
容
が
、
遂

次
発
表
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し

て
い

る。こ
と
と
な
っ
た
。
乙
れ
に
よ
り
研
究
も

診
療
も
一
段
と
進
展
す
る
ζ

と
と
思
わ

れ
る。社

会
歯
科
学
研
究
室

の
設
置

昭
和
必
年
は
月
山
日
の
教
授
会
に
お

い
て
、
本
学
に
社
会
歯
科
学
研
究
室
を

設
置
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ζ

の

研
究
室
の
主
任
は
高
木
圭
二
郎
教
授
で

あ
る
。
今
後
、
ζ

の
方
面
に
お
け
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

海

外

往

来

O
杉
山
学
長
、
松
井
教
授
台
湾
へ

杉
山
学
長
と
松
井
教
授
は
台
中
で
行

な
わ
れ
た
台
湾
省
第
8
回
歯
科
医
学
会

に
出
席
の
た
め
、
ま
た
各
地
の
同
窓
と

交
歓
す
る
た
め
に

1
月
2
日
羽
田
を
出

発
。
杉
山
学
長
は

6
日、

松
井
教
授
は

ロ
目
、
元
気
に
帰
国
さ
れ
た
。

吉
木
講
師
を
国
際

学
会
に
派
遣

本
学
で
は
助
教
授
、
講
師
の
人
で
海

外
の
学
会
に
お
い
て
研
究
発
表
を
希
望

す
る
人
が
あ
れ
ば
年
間
一
名
に
限
り
、

大
学
か
ら
派
遣
す
る
よ
う
に
な
り
、円相

年
度
は
第
一
団
派
遣
者
と
し
て
理
工
学

教
室
の
高
橋
重
雄
助
教
授
を

P

ブ
ル
ガ
リ

ア
の
第
町
田
F
D
I
学
会
に
派
遣
し
た

が、

U
H

年
度
は
病
理
学
教
室
の
士
口
木
周

作
講
師
を
派
泣
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。

士
口
木
講
師
は
ス

エ
l
デ
ン
の

関口
ロl

m
巳
〈
で

8
月
泊
目
、
却

日
に
開
催
さ

れ
る
第
8
回

吋宮
巾
〉
円

Z
P
2
2
=σ

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る。

マ

事

ム

人

講
師
新
任

遠

藤

巌

(

市
病
外
科
〉

U
H

・
I
・
4

辞

職

必

・
ロ

-
u

助

教

授

神

野

一

(

市

病

整

外

)

助

手

柴
山
謹
一
郎
(
補
綴
〕

本

部

吾

E
Z
S

司。

短

鹿
島
俊
雄
後
援
会
幹

事
長
に
後
藤
芳
郎
氏

が
就
任

前
幹
事
長
高
木
昂
氏
の
後
任
を
か
ね

て
選
考
中
で
あ
っ
た
が
、

ζ

の
ほ
ど
、

同
窓
会
の
後
藤
理
事
が
就
任
す
る
ζ

と

に
な
っ
た
。

日
月
部
日
会
報
編
集
部
神
奈
川
県
支

部
へ
取
材
出
張
渡
辺
、
高

橋
理
事

日
月

初

日

東

遊
会

福

島

会

長

ロ
月
1
日

役

員

会

ロ
月
6
日

四

十
三
年
度
版
名
簿
発
送

ロ
月

m日
日
本
橋
支
部
総
会
福
島
会

長

ロ
月
日
日
六
歯
科
大
学
連
合
同
窓
会

井
上
、
長
谷
川
両
副
会
長

遠
藤
・安
嶋
・後
藤
の
三
理
事

ロ
月
同
日
鹿
島
参
議
院
議
員
を
囲
む

会

ロ
月
四
日
栃
木
県
支
部
一
日
入
学
的
叫

点
官

ロ
月
泣
日
日
曜
セ
ミ
ナ
ー

X
線

ロ
月
初
日
間
号
会
報
発
送

1
月
1
日

新
年
交
歓
会

1
月
日
日
千
代
田
支
部
新
年
会

福
島
会
長

1 1 1 1 
月 月 月 月
18 16 13 13 
日日日日

編
集
会

学
術
委
員
会

定
例
役
員
会

神
奈
川
県
支
部
新
年
会

福
島
会
長

愛
知
県
支
部
連
合
新
年
会

福
島
会
長

1
月
四
日

1
月
泣
日

芝
支
部
新
年
会

長
谷
川
副
会
長

1
月
お
日
編
集
会

1
月
お
日
京
北
同
窓
会
井
上
副
会
長

1
月
初
日
日
曜
セ
ミ
ナ
ー

〈
〉
火
災
擢
災
者

埼

玉

県

日

田

中

進

会

員

1
月
8
日
自
宅
全
焼

尾

張

日
穂
積
敏
夫
会
員

1
月
ロ
日
診
療
室
類
焼

一
日
も
早
く
と
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

宮
下
一
郎
先
生
お
見
舞

い
報
告

宮
下
一
郎
先
生
の
病
気
お
見
舞
い
金

を
募
っ
て
い
た
が
一
月
一
六
日
現
在
九

九
五
、
七

O
O円
集
ま
っ
た
。
井
上
副

会
長
が
持
参
し
高
崎
の
先
生
宅
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
た
。

。
逝
去
会
員

名
早
野
栄
蔵
四
=
一
・
一0
・
穴

米

国

推
平
山
卯
五
郎
四
三
・
ご一
・
四
熊
本
県

医
国
平
正
平
四
=
一
・
ご
・
一
九
兵
庫
県

推
高
田
耕
造
四
一
ニ
・
二
・ニO

埼
玉
県

推
淵
野
幸
六
回
=
一
・
三
・
一
岡
山
県

推
池
畑
三
郎
四
一
ニ
・
三
・
二

札

幌

推

高
橋
常
保

四
一
千
三
・孟

空

知

対

岡

山

幸

四

回

・
一
・
四
静
岡
県

刻

佐

藤

平

八

昌

・
一・
五
福
島
県

推
牛
久
保
長
一
四
回
・
一・
八

八

南

医

北
島
主
計
四
一
千
三
・ニ
一
一
一
南
信

謹
ん
で
右
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

3 



;母 i
k 校 :

{の i

j現 ;
j況 i

そ
の

講

義

~ 

£ 

東
大
を
は
じ
め
各
地
の
大
学
の
学
関

紛
争
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る

昨
今
、
同
窓
各
位
に
は
母
校
の
現
況
に

つ
い
て
、
一

一胞
の
関
心
を
深
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
母
校
手
設
備
の
改
善
の

実
際
を
順
次
写
真
で
紹
介
す
る
ζ

と
を
企
画
し
た
。
専
問
課
程
の
講

義
室
は
一
昨
年
よ
り
改
装
を
始
め
現
在
で
は
い
ず
れ
も
冷
暖
房
装
置

が
備
え
ら
れ
た
。
講
義
は
無
線
マ

イ
ク
を
通
し
て
前
後
左
右
六
ケ
所

の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
ど
の
座
席
で
も
十
分
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ス
ラ
イ
ド
映
写
の
場
合
の
暗
幕
は
黒
板
下
の
ス
イ
ッ
チ
で
開
閉

で
き
、
照
明
も
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
第
二
、
三
、
四
の
講
義
室
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
が
つ

け
ら
れ
、
黒
板
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
見
易
く
な
っ
て
い
る
。
各
種
学
会

会
場
に
使
用
し
た
時
に
は
全
国
各
大
学
の
先
生
方
に
乙
の
設
備
は
絶

賛
さ
れ
た
。
(
次
回
は
実
習
室
)

"" S三義講第

室義議2 第

ライ トイエロ一一.......30g ￥ 280 

ジンジノミノレブラ ウン・・・30g ￥ 280 

ライ トグレー・・・・・・・ー・30g ￥ 280 

コF ーノレデ「ンブラウン 30g ￥ 280 

液・・・・…・ー・・・ー...……50g ￥ 200 

1セッ ト・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・￥ 1，200 

装 4砂.包4つの色調で広範囲な用途

トセメント
歯髄保護と同時に永久合着裏装に好適

非膜度が薄く，前装歯に賞用されますD

カラープロテク

4 

ネオ製薬工業株式会社京東 ・渋谷



一一ーなにが・どれに・どれほ ど 効 く か 一一一

抗生物質 ・I一新ら しし、テ トラサイ クリ ン

乙十Lから，しばらく乙の紙面を貸りて新らしい抗生物

質.抗炎症剤，鎮痛剤の使い方とか， 口内炎の薬物療

法，歯科とビタミンなどについて，易しい解説を試みた

いと思います。

タロ ラム フェニコ ーノレが造血臓r.告に対する障害のため

に，一次選択剤として使用される頻度が減って来まし

た。乙れに代って多用きれるようになったのが，新しい

テトラサイ クリン系の抗生物質です。今迄lζ市販された

テトラサイ クリンには，次のようなものがあります。

クロ ーノレテトラサイク
リン

オキシテトラ サイクリ
、/

テトラサイクリン

デメチノレクローノレテト
ラサイクリン

メチレンリジン ・テト
ラサイクリ γ

メタサイクリン

略称

CTC 

OTC 

TC 

DMCT 

ML-TC 

MOTC 

商品名の例

オーレオマイシン

テラマイシン

アクロマシン

レダマイシン

テトラリザーノレ

ロンドマイシン

ζれらのうち.CTC (オーレオマイシン〕はすでに

製造が中止されて，他の 5剤が現在使用されています。

OTC (テラマイシン〉と TC(アクロマイシン〉は，

御承知の通り 1日の使用量が 1，500m9内外で. 6時間毎

に内服するのを通例とします。 これに対して DMCT

〈レダマイシン). ML-T C(テトラリザール)，MOTC

(ロント司マイシン〉の 3剤は，次のような特徴を持って

います。

1. 1日量は 6∞mg. 乙の 3剤はいずれも 1カフ.セノレ

が 150m9ですから. 1日に 4カフ.セルの内服で良い

乙とになります。

2. 持続持間が長いので. 1日2回の内服で済みま

す。従って，朝夕に 2カプセノレづっ内服すれば良い

わけです。

これらの 3剤は.DMCT (レダマイシン〉はレダリ

ー・ 武田から. ML-TC(テトラリザーノレ〉は藤沢薬品

から. MOTC(ロンドマイシ γ〉は台糖ファイザーから

市販されて，いずれも健保に も適用されています。私達

ふ病院の臨床で多用していますが使い易く，使い慣れ

るとやめられません。患者さんにとっても. 6時間毎の

5 

佐 々 木 次 良R

内服では早朝や深夜にわざわざ内服しなくてはならず，

患者さんのなかには勝手に 1固とばしたりする人もある

ようで，乙れでは予期した効果があがりません。抗生物

質を口から服んt:'場合の副作用は，ほとんどが「胸や

け」と il帳き気」です。乙うした副作用は，空腹時に抗

生物質を服用すると特に多くなります。新らしいテトラ

サイクリンでは 1日量が少ないことと，朝夕の食後に

服用すれば済むことから，このような「胸やけ」や「幅

き気」も，今迄のテトラサイクリ γIL較べて少ないよう

です。それでもなお，胃の具合が悪くなったり，悪くな

りそうだという心配があるときには，次のような健胃剤

や消化醇素などを併用します。

1. i胸やけ」に対しては，健胃剤のSM散 ・三共を

用います。 SM散は 1.3gつ桐つの袋に入っており毎

食後に l包づつ服用させます。

2. iJ騒き気」に対しては，メトクロプラマイド一一一

商品名プリンベラン ・藤沢を毎食後 1錠づっ服用さ

せます。

3. i腸の鼓動」などに対しては，消化酔素のタカプ

レックス ・三共などを，やはり毎食後 1錠づつ内服

させます。

このように新らしいテトラサイクリンは，量と回数が

少なくても，臨床での使用成績は良好で，すでに歯科学

報にも報告しましたが，いずれも80%以上の有効率を得

てお ります。 将来は，さらに持続時間の長いテトラサイ

クリン系抗生物質が市販されるようになると思います。

今回は紹介しませんでしたが，最も新らしいテトラサイ

クリンのドキシサイクリン (DOTC)の実験を，最近

私達も行ないました。乙のDOTCは 1カフ.セノレ JOomg

のものを. 1日l回 1カプセノレ内服するだけで，予知jし

た効果を得る乙とができます。今明年中には市販される

ようになるでしょう。このように抗生物質の進歩には限

りがありませんから，必要と思われる時にはどんどん使

用なさって下さい。

次回には，現在市販されている抗生物質のうちで最も

高い感受性を有しているセフアロリジンと，臨床で使用

し易い復合抗生物質を中心にして説明する予定です。

(口腔外科学教室)



近
畿
連
合
同
窓
会

ごき

本
年
度
の
近
畿
迎
合
同
窓
会

は
、
兵
庫
県
支
部
の
当
番
で
、

勤
労
感
謝
祭
の
十

一
月
二
十
三

日
、
会
場
を
神
戸
ニ
ュ

l
ポ
ー

ト
ホ
テ
ル
に
挙
行
さ
れ
た
。

当
日
深
秋
快
晴
の
十
一
時
半

神
戸
港
め
ぐ
り
に
始
ま
っ
た
。

壮
快
な
る
航
/
行
、
夏
を
想
わ
せ

午
後
一
時
、
ホ
テ
ル
前
広
場

で
記
念
撮
影
後
総
会
は
、
金
子

隆
先
生
の
間
開
会
の
辞
で
開
か
れ

、
物
故
会
員
ヘ
の
黙
悼
、
沢
団

交
部
長
、
福
島
会
長
、
榎
本
名

誉
会
頭
、
杉
山
学
長
の
挨
拶
の

後
、
協
議
事
項
に
入
っ
た
。
来

年
度
の
連
合
同
窓
会
は
、
滋
賀

県
で
催
さ
れ
る
事
に
決
定
す

る
。
元
神
戸
美
術
館
長
、
荒
尾

祝
成
氏
一ω神
戸
港
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
、
甚
だ
有
益
で
、

興
味
深
く
諦
服
。

林
幹
雄
先
生
の
辞
で
閉
会
。

懇
親
会
は
本
多
宣
章
先
生
の

司
会
で
開
始
、
来
賓
奥
野
兵
庫

県
歯
科
医
師
会
長
の
挨
拶
は
、

東
歯
同
窓
会
に
対
し
て
の
は
げ

ま
し
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
一
向

井
上
衣
同
窓
会
副
会
長
の
音
頭

で
乾
泌
す
る
。

宴
耐
に
し
て
松
村
正
澄
先
生

の
師
匠
荒
尾
親
成
氏
の
艶
話
に

一
同
爆
笑
。
和
や
か
な
裡
に
、

支部のう

学
校
、
同
窓
会
の
隆
盛
を
賀
し
万
才
を

三
唱
、
中
西
次
生
先
生
の
辞
で
午
後
四

時
閉
会
。

参
会
者
は
一

O
六
名
で
あ
っ
た
。

(
宝
塚
石
田
(
銃
)
記
〉

静
岡
県
支
部

清
水
市
同
窓
母
校
一
日
入
会

に
つ
い
て
の
報
告

本
支
部
に
於
て
は
昨
年
に
引
き
続
き

第
二
回
の
試
み
と
し
て
四
十
三
年
十
一

月
三
十
一
日
(
土
曜
H
)
母
校
に
一
日

入
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
御
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
回
も
会
員
の

河
村
三
省
が
主
と
な
り
、
朝
波
篤
、
児

島
久
勝
が
母
校
と
の
連
絡
に
当
り
ま
し

た。
本
年
は
時
期
的
に
会
員
多
忙
の
折
に

っ
た
の
で
参
加
者
が
二
十
名
に
減
少
し

た
事
を
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

(
昨
年
は
二
十
五
名
で
し
た
)

当
日
は
十
時
少
々
前
に
母
校
着
、
学

校
の
白
衣
を
お
借
り
し
て
身
仕
度
を
と

と
の
え
、
諸
先
生
方
よ
り
の
挨
拶
、
御

注
意
、
予
定
等
の
説
明
の
後
膿
漏
の
診

療
室
に
入
り
ま
し
た
。

早
速
木
村
教
授
の
診
療
の
見
学
か
ら

始
り
ま
し
た
。
教
授
は
例
の
通
り
懇
切

丁
寧
な
る
調
子
で
独
特
な
治
療
方
針
の

説
明
か
ら
吹
合
関
係
の
調
整
を
行
っ
て

行
か
れ
ま
し
た
。
他
の
チ
ェ
ア
ー
で
は

医
局
の
若
い
先
生
方
が
、
日
の
さ
め
る

よ
ら
な
、
鮮
や
か
な
手
際
の
よ
さ
で
、

エ
ク
ト
ミ

ー
を
行
っ
て
見
せ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
又
一
人
の
フ
ル
ア

l
チ
プ
リ

ァ
ヂ
の
患
者
に
つ
い
て
は
特
に
深
く
煽

り
下
げ
て
の
説
明
を
聞
く
事
が
出
来
ま

し
た
。午

前
中
の
見
学
が
終
り
、
正
午
諸
先

生
方
と
、
親
し
く
、
会
食
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
折
も
色
々
と
楽
し
い

話
題
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
休
息
の
後
、
午
後
一
時
よ

り
、
階
段
教
室
に
於
て
講
議
が
始
り
ま

し
た
。
若
い
先
生
方
か
ら
、

エ
ク
ト
ミ

ー
の
術
式
、
パ
ッ
ク
剤
の
使
用
方
法
、

街
頭
部
智
党
過
敏
の
療
法
等
、
新
し
い

薬
剤
の
使
用
法
を
交
え
な
が
ら
の
講
義

に
、
引
き
込
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。
木

村
教
授
は
我
々
の
他
に
も
研
究
会
に
出

席
し
て
居
ら
れ
る
と
の
事
で
非
常
に
多

忙
な
時
聞
を
割
か
れ
て
、
歯
槽
膿
漏
特

に
エ
ク
ト
ミ
ー
に
つ

い
て
の
総
括
的
な

講
義
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
四
時
項
に
一
日
の
謀
程
を
終

り
ま
し
た
。

一
日
を
終
り
特
に
感
じ
た
所
と
申
し

ま
す
と
、
木
村
教
授
は
勿
論
で
す
が
、

特
に
医
局
の
若
い
先
生
方
は
非
常
に
熱

心
に
大
活
躍
を
さ
れ
て
居
ら
れ
た
事
で

し
た
。
そ
し
て
東
猶
の
研
究
陣
の
層
の

厚
さ
を
今
さ
ら
の
よ
ら
に
た
の
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。

た
し
か
約
二
ヶ
月
位
前
で
し
た
が
、

上
条
教
授
が
清
水
で
講
演
さ
れ
た
時
に

も
力
説
さ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
自
身
の

口
が
故
良
の
吹
合
機
で
あ
る
と
の
考
え

方
を
木
村
教
授
も
さ
か
ん
に
話
し
て
居

ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
一
例
と

し
て
拝
見
し
た
ブ
リ
フ
チ
の
患
者
に
つ

い
て
も
、
岐
合
関
係
の
む
ず
か
し
さ
を

つ
く
づ
く
と
感
じ
ま
、
た
。

又
、
現
在
各
大
学
に
於
て
は
学
生
起

動
が
盛
ん
で
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ

し
て
居
り
ま
す

ρ
で
父
兄
の
方
々
も
心

配
さ
れ
て
居
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す

が
、
我
々
が
母
校
を
見
学
し
、
学
生
の

様
干

'τ
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、

見
た
限
り
に
お
い
て
は
、
東
歯
の
学
生

は
健
介
忙
で
あ
り
、
全
然
心
配
な
い
と
思

い
す
，
し
た
。

あ
れ
こ
れ
と
、
と
り
と
め
の
無
い
事

を
書
き
連
ね
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
第

一
回
日
午
も
増
し
て
、
大
成
功
の
内
に

一
日
入
学
を
終
ら
せ
て
頂
い
た
事
を
会

員
一
同
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
乙

れ
も
偏
に
母
校
の
関
係
者
の
皆
様
方
の

非
常
な
御
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

又
何
回
も
申
し
上
げ
ま
す
が
医
局
の
若

い
先
生
方
の
非
常
に
熱
心
な
又
用
意
万

端
手
抜
か
り
の
無
い
計
画
に
依
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
で
報
告
を
終
り
ま
す
が
、
続
い

て
第
三
回
目
の
計
同
を
立
て
て
居
り
ま

す
の
で
、
又
御
報
告
出
来
る
事
と
存
じ

ま
す
。
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田
村
領
司
郎

言己

学

校

支

部

昭
和
四
十
三
年
度
同
窓
会
学
校
交
部

総
会
は
、
川
勝
十
五
日
〈
日
)
熱
海
市

来
の
宮
、
商
熱
海
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た

当
日
午
前
九
時
、
福
島
同
窓
会
長
、



ごき

北
村
学
監
を
は
じ
め
と
し
て
多

数
の
教
授
、
教
職
員
、
お
よ
び

数
名
の
家
族
を
交
え
た
支
部
会

員
総
勢
八
十
三
名
は
、
水
道
橋

大
学
病
院
前
を
二
台
の
貸
切
り

ハ
ス
に
分
乗
し
て
一
路
熱
海
へ

と
出
発
し
た
。
前
日
ま
で
は
不

連
続
線
停
滞
の
た
め
小
雨
混
り

の
寒
い
気
候
で
あ
っ
た
の
が
、

乙
の
日
は
す
っ
か
り
朝
か
ら
晴

れ
上
り
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
日
和

と
な
り
、
会
員
一
同
の
親
睦
を

ね
ら
4

た
ミ
カ
ン
狩
り
を
兼
ね

て
の
こ
の
学
外
遠
山
総
会
は
全

く
天
の
恵
を
得
て
、
ま
す
ま
す

活
気
に
っ
て
い
た
。
朝
食
に
支

給
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

と
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
ほ
う
ば

り
、
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ
ん
の

観
光
案
内
放
送
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
車
窓
に
映
る
引
き
締
っ

た
感
の
す
る
初
冬
の
海
と
山
を

眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
事
は
第

三
京
浜
国
道
、
湘
南
遊
歩
道
路

を
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
つ
っ
走

り
、
真
鶴
街
道
、
熱
海
海
岸
有

料
道
路
を
経
て
正
午
過
ぎ
予
定

よ
り
や
や
遅
れ
て
総
会
開
場
で

あ
る
西
熱
海
ホ
テ
ル
に
無
事
つ

い
た
。
直
ち
に
玄
関
ホ
ー
ル
前

で
、
現
地
集
合
会
員
を
含
め
て

記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ
の

後
引
続
い
て
三
階
宴
会
場
で
総

，
会
議
事
を
行
っ
た
。
本
年
度
か

ら
新
た
に
就
任
し
た
山
本
義
茂

支部のう

支
部
長
は
、
川
島
副
支
部
長
(
市
府
V

司
会
の
も
と
に
甚
だ
簡
明
に
し
て
怠
の

つ
く
さ
れ
た
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
総
会
の

幕
は
切
っ
て
落
さ
れ
た
。
続
い
て
福
島

秀
策
同
窓
会
長
の

C
挨
拶
、
乙
と
に
本

学
に
お
い
て
多
年
願
望
し
て
い
た
学
術

会
議
会
員
の
一
人
と
し
て
第
七
部
歯
学

へ
杉
山
不
二
学
長
が
見
事
当
選
の
栄
冠

を
か
ち
ら
ら
れ
た
慶
事
は
同
窓
会
と
大

学
と
が
よ
く
よ
く
和
合
し
て
事
に
当
っ

た
成
果
で
あ
っ
た
、

ζ

れ
を
機
会
に
今

後
さ
ら
に
両
者
の
結
び
つ
き
は
車
の
両

輪
の
如
く
緊
笹
に
、
か
つ
ま
た
美
し
い

調
和
を
保
持
す
る
よ
う
祈
念
し
て
や
ま

な
い
、
と
云
う
慶
び
の
う
ち
に
も
新
た

な
る
決
意
の
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
有

り
、
万
雷
の
拍
手
に
わ
き
か
え
っ
た
。

引
き
続
い
て
北
村
学
監
の
祝
辞
が
終
る

や
、
中
久
喜
教
授
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
庶
勝
、
会
計
の
両
報
告
が
佐
藤
副

支
部
長
、
見
明
幹
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報

告
さ
れ
、
何
れ
も
満
場
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。
な
お
、
と
れ
に
続
い
て
山
本

文
部
長
か
ら
各
支
部
で
同
窓
会
支
部
旗

制
定
の
案
が
本
部
に
お
い
て
決
定
さ

れ
、
や
が
て
学
校
支
部
に
も
支
部
族
が

設
置
さ
れ
る
乙
と
と
、
来
年
度
か
ら
は

会
計
監
事
を
新
設
し
、
と
れ
を
東
歯
大

病
院
長
お
よ
び
市
川
病
院
長
の
お
二
人

に
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
た
い
旨
の
提

案
が
あ
り
、
満
場
一
致
可
決
さ
れ
た
。

以
上
の
報
告
事
項
の
み
で
議
事
は
無
事

終
了
、
総
会
を
閉
じ
直
ち
に
懇
親
会
に

移
行
す
る
旨
の
司
会
者
の
詞
に
従
い
、

昼
食
懇
親
の
宴
が
閉
幕
さ
れ
た
。
関
根

病
院
長
の
祝
辞
、
松
宮
教
授
の
乾
杯
音

頭
に
よ
り
、
用
意
さ
れ
た
ビ
ー
ル
で
祝

杯
が
あ
げ
ら
れ
た
。
今
回
は
杉
山
学
長

の
当
選
祝
賀
の
お
め
で
た
い
ム
l
ド
も

加
味
さ
れ
て
、
真
昼
間
と
は
い
え
酔
う

ほ
ど
に
祝
杯
は
さ
ら
に
重
ね
ら
れ
、
北

村
学
監
の
さ
ん
「
さ
時
雨
」
を
皮
切
り

に
祝
歌
多
発
、

「
め
で
た
し
、
め
で
た

し
」
で
予
定
時
刻
の
過
ぎ
る
の
も
気
づ

か
ず
、
盛
宴
を
極
め
た
。

午
後
三
時
、
再
び
パ
ス
に
乗
車
し

た
一
行
は
、
今
回
の
総
会
懇
親
会
の
第

二
会
場
と
も
云
う
べ
き
湯
河
原
深
沢
ミ

カ
ン
園
に
、
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽
し
ひ
べ

く
、
あ
わ
た
だ
し
き
の
う
ち
に
も
喜
び

を
抱
い
て
来
の
宮
を
出
発
し
た
。
約
三

十
分
後
に
は
駿
河
湾
の
望
め
る
小
高
い

丘
の
斜
面
に
枝
も
た
わ
わ
と
熟
れ
に
、

熟
れ
た
ミ
カ
ン
薗
に
到
着
、
童
心
に
か

え
っ
て
和
気
認
々
う
ち
に
、
も
ぎ
と
る

指
の
聞
か
ら
、
ほ
と
ば
し
る
新
鮮
な
ミ

カ
ン
の
汁
に
顔
を
ぬ
ら
し
、
口
一
パ
イ

に
ほ
う
ば
っ
て
目
を
み
は
る
人
々
の
満

足
し
き
っ
た
顔
は
お
互
に
当
日
の
思
い

出
と
な
る
画
像
を
呈
し
て
い
た
。
乙
ζ

で
約
一
時
間
、
お
土
産
に
校
付
き
ミ
カ

ン
を
買
い
こ
ん
だ
り
、
袋
一
杯
に
つ
め

こ
ん
だ
ミ
カ
ン
を
両
手
に
ぶ
ら
さ
げ
た

り
し
て
再
び
パ
ス
に
帰
り
、
し
ば
ら
く

は
ミ
カ
ン
狩
り
の
自
慢
話
に
花
を
き
か

せ
て
い
る
う
ち
に
車
は
東
名
高
速
道
い

入
り
、
帰
途
に
向
っ
た
。
酒
に
ミ
カ
ン

に
適
度
に
酔
う
に
つ
れ
、
車
中

ω
マ
イ

ク
は
休
む
暇
な
く
賑
か
に
楽
し
く
過
す

う
ち
、
午
後
六
時
半
、
再
び
水
道
橋
に

全
員
元
気
に
帰
学
し
た
。
今
回
の
学
外

総
会
と
懇
親
会
は
一
体
何
を
会
員
諸
君

と
支
部
会
に
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う

か
、
新
た
な
る
明
日
へ
の
活
躍
の
為
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
総
悶
た
る
母
校
愛
に

も
え
た
団
結
力
と
を
与
え
た
に
違
い
な

い
と
確
信
し
た
い
。

東
凶
同
窓
会
学
校
支
部
万
才
グ

海

外

の

同

窓

よ

り

〔
イ
ギ
リ
ス
〕佐

藤

征

紀

君

昭
和
四
十
三
年
卒

謹
し
ん
で
新
春
の
お
窓
口
ぴ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
私
、
昨
年
卒
業
来
、
一
人
で

ロ
ン
ド
ン
イ
ー
ス
ト
マ
ン

・
デ
ン
タ

ル
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ポ

ス
ト
グ
ラ
ジ
ュ

エ
l
ト

・
コ
ー
ス
(
補

綴
)
で
学
ん
で
お
り
ま
す
が
、
毎
回
わ

ざ
わ
ざ
ロ
ン
ド
ン
ま
で
同
窓
会
よ
り
御

送
付
下
さ
る
同
窓
会
々
報
を
誠
に
有
難

く
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
懐
し
い
母

(
そ
の
こ

校
の
色
々
な
動
き
が
手
に
と
る
様
で
、

時
々
寂
し
く
思
う
気
持
も
和
む
思
い
が

し
て
、
こ
の
上
な
く
愛
読
し
て
お
り
ま

す
。
あ
る
い
は
、
一
生
イ
ギ
リ
ス
で
過

す
事
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
御
送
付
下
さ
る
事

を
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
中
略
〉

こ
れ
は
私
個
人
の
希
望
で
す
が
、
会

報
に
最
近
の
本
校
の
論
文
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
等
、
あ
る
い
は
招
介
の
形
で
掲
載

下
さ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の

に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御
一
考

下
さ
い
。
(
後
略
)
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策

l
L

正
月
四
日
伊
東
に
間
借
り
を
し
て
い
る
所
え
出
向
か
ら
と
し
て

一
寸
学
校
え
よ
っ
た
ら
間
借
り
先
き
の
主
人
公
と
も
云
う
べ
き
岡

山
章
君
の
事
故
死
を
知
ら
せ
て
来
た
。
近
頃
な
い
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
取
り
あ
え
ず
事
故
発
生
の
地

κ行
く
こ
と
に
予
定
を
変
更

し
て
名
古
屋
K
直
行
し
直
ち
に
彼
の
収
容
先
き
名
古
屋
市
立
医
科

大
学
病
院
に
見
舞
っ
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
の
急
変
に
一
疾
も
出

な
い
。
三
日
に
ト
ラ
ッ
ク
に
ぶ
つ
け
ら
れ
一
晩
苦
し
ん
で
四
日
朝

な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
名
古
屋
え
行
っ
た
の
は
旧
臓
名

古
屋
で
亡
く
な
ら
れ
た
令
弟
の
法
事
に
行
っ
て
そ
の
つ
い
で
に
収

容
さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
旧
知
を
見
舞
い
に
い
っ
た
帰
え
り
で

し
か
も
病
院
を
出
た
所
で
ブ
ツ
ケ
ら
れ
た
と
の
乙
と
で
あ
っ
た
。

彼
は
か
ね
が
ね
「
俺
が
死
ん
だ
ら
遺
体
は
学
校
に
寄
附
す
る
か

ら
解
剖
の
教
材
と
し
て
使

っ
て
呉
れ
」
と
云
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

，，e 
名
古
屋
行
の
私
の
懐
中
に
は
彼
の
家
族
の
署
名
し
た
昭
和
三
十

四
年
三
月
十
一
日
日
附
の
解
剖
承
諾
書
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。話

は
さ
か
の
ぼ
る
が
丁
度
私
が
東
商
大
に
二
度
の
勤
を
す
る
た

め
に
出
て
来
た
翌
々
年
に
同
記
さ
れ
た
も
の
で
今
か
ら
ザ
フ
ト
十
年

前
の
乙
と
に
な
る
。

ク
ラ
ス
で
も
一
風
変
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
彼
は
あ
る
時
「
オ
前

も
学
長
に
必
っ
て
直
接
学
校
の
こ
と
に
働
く
乙
と
に
な
っ
て
乙
ん

な
う
れ
し
い
乙
と
は
な
い
。
所
で
お
れ
も
何
か
母
校
の
た
め
に
な

る
乙
と
は
な
い
か
と
力
え
た
が
:・

俺
が
死
ん
だ
ら
遺
体
を
学
校

に
寄
附
し
て
解
剖
の
材
料
に
な
り
た
い
と
思
う
が
ド
オ
カ
」
と
相

談
を
持
ち
か
け
ら
J

J

に

ωで
み
っ

た
。
そ
の
語
気
に
真
撃
な
も
の

を
感
じ
た
の
で
解
剖
千
枚
室
け
上
僚
主
任
教
授
と
も
相
談
し
て
家

族
の
承
認
書
に
ま
で
発
展
し
、
そ
れ
か
ら
十
年
そ
の
書
類
は
学
校

大
金
庫
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

病
院
の
霊
安
室
で
は
近
親
知
己
の
集
り
の
下
に
密
葬
が
行
わ
れ

て
い
る
と
ζ

ろ
で
あ
っ
た
。
追
体
こ
ん
後
の
処
置
に

つ
い
て
は
一

つ
に
母
校
東
歯
大
の
指
示
令
待
っ
て
い
た
処
で
み
っ
た
。
収
容
し

て
い
る
病
院
と
し
て
は
司
法
解
剖
の
必
要
も
な
く
診
断
は
骨
盤
骨

折
並
に
雨
下
肢
の
骨
折
衝
激
に
よ
る
内
部
臓
滞
の
故
障
等
々
で
死

因
も
明
白
で
あ
る
関
係
で
強
い
て
病
院
で
の
解
剖
を
主
張
す
る
理

由
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
故
人
の
意
志
を
生
す
ζ

と
と
し

て
学
校
え
引
取
る
乙
と
に
決
し
た
の
で
あ
っ
た
が
し
か
し
事
故
の

土
地
か
ら
直
ち
に
学
校
の
解
剖
台
の
上
に
移
す
乙
と
は
い
か
に
も

忍
び
が
た
い
の
で
東
京
ま
で
の
運
搬
取
り
極
め
を
伊
東
に
変
更
し

て
四
日
夜
七
時
出
発
五
日
午
前
一
時
半
無
事
に
伊
東
の
自
宅
に
安

置
し
た
の
で
あ
っ
た
。
五
日
通
夜
六
日
葬
儀
も
キ
リ
ス
ト
教
で
行

わ
れ
多
数
の
知
己
友
人
の
参
列
の
下
に
極
め
て
盛
大
に
と
り
行
わ

れ
学
校
か
ら
は
学
長
代
理
と
し
て
北
村
副
学
長
、
若
月
助
教
授
北

林
庶
務
主
任
の
列
席
を
得
学
長
か
ら
の
弔
調
も
捧
げ
ら
れ
た
。
ま

乙
と
に
故
人
の
徳
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
儀
で
あ
っ
た
。

定
刻
枢
は
学
校
か
ら
の
迎
え
の
草
に
移
さ
れ
我
々
後
を
護
っ
て

一
路
東
京
に
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
学
校
に
は
同
窓
会
の
井
上
、
長

谷
川
両
副
会
長
が
待
ち
受
け
ら
れ
、
霊
前
に
焼
香
、
故
人
の
冥
福

を
祈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
齢
七
十
七
才
、
頭
々
た
る
人
柄
は
彼
に
接
す
る
人
々
の
心

を
と
ら
え
ず
に
お
か
な
い
親
し
み
ゃ
す
い
性
格
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
。
老
後
の
計
画
と
し
て
自
分
の
敷
地
内
に
温
泉
付
き
の
ア
パ
ー

ト
を
建
て
そ
の
一
室
を
母
校
の
教
職
員
の
憩
い
の
場
と
し
て
低
廉

な
貸
用
で
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
彼
の
奉
仕
精
神
の
一
つ
の
現

わ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
。

大
正
五
年
に
当
時
の
東
京
歯
科
医
A
走
専
門
学
校
を
卒
業
し
直
ち

に
ビ
ル
マ
の
ラ

γ
グ

l
γ

に
出
か
け
、
か
の
地
で
歯
科
を
開
業
し

て
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
間
昭
和
十
三
年
に
引
上
げ
る
ま

で
の
聞
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
物
心
両
面
の
母
校
に
対
す
る
援
助

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
ζ

と
は
当
時
血
脇
校
長
か
ら
岡
山

君
宛
に
出
さ
れ
た
数
々
の
礼
状
を
見
て
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。
今

回
の
遺
体
寄
附
の
一
件
も
単
な
る
思
い
つ
き
か
ら
出
た
乙
と
で
な

い
こ
と
を
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
の
行
動
か
ら
見
て
も
わ
か
る
と
思

、ハノ
。彼

の
実
父
は
芦
原
甫
と
い
っ
て
乃
木
将
軍
の
副
官
を
永
く
勤
め

た
人
で
っ
た
。
か
の
西
南
の
役
に
戦
利
あ
ら
ず
、
し
か
も
身
に
重

J 

傷
を
負
い
倒
れ
た
乃
木
少
佐
を
か
つ
い
で
附
近
の
良
家
に
運
び
カ

を
尽
し
て
看
護
に
つ
と
め
遂
に
少
佐
の
一
命
を
と
り
と
め
た
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
爾
来
乃
木
少
佐
は
自
身
の
累
進
と
共
に
芦
原

氏
を
引
立
て
た
と
、
き
い
て
い
る
。
岡
山
の
奉
仕
精
神
は
か
く
の
如

き
親
譲
り
の
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
の
精
神
は

や
が
て
伊
東
の
ロ

l
タ
リ
ア
ン
と
し
て
も
皆
か
ら
親
ま
れ
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
ま
ζ
と
に
き
び
し
い
。

か
な
し
み
に
言
葉
も
な
し
と
い
え
る
人
の

ま
乙
と
の
思
い
今
ぞ
身
に
し
ひ

台
湾
の
同
窓
会
に
出
席
し
て

同

窓

会

理

事

佐

藤

貞

勝

一
月
二
日
台
湾
の
台
中
市
に
お
い
て
第
七
回
自
の
東
京
歯
科
台

湾
同
窓
会
が
開
か
れ
母
校
か
ら
杉
山
学
長
、
松
井
教
授
の
お
二

人
、
同
窓
会
よ
り
私
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
当
地
の
会
員
は
三

十
名
が
出
席
さ
れ
ま
こ
と
に
盛
大
な
も
の
で
ゐ
り
ま
し
た
。

当
地
の
同
窓
は
四
十
九
名
お
り
ま
す
が
陳
錫
鈴
先
生
が
亡
く
な

ら
れ
て
、
哀
惜
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
会
員

は
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
発
展
し
て
お
ら
れ
ま
す
ζ

と
を
御
報
告
い
た

し
て
お
き
ま
す
。

先
づ
杉
山
学
長
が
大
学
の
現
状
を
詳
し
く
お
話
に
な
り
、
ま
す

ま
す
発
展
し
て
お
り
、
台
湾
の
同
窓
が
母
校
で
研
究
を
希
望
さ
れ

る
場
合
な
ど
の
諸
事
の
事
柄
を
詳
細
に
述
べ
ら
れ
、
で
き
る
限
り

の
善
処
を
す
る
と
結
ば
れ
、
つ
い
で
松
井
教
授
が
あ
く
ま
で
も
勉

強
の
必
要
性
を
話
さ
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私
が
同
窓
会
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
会
報
、
会
員
名
簿
等
を
持
参
し
、
会
長
の
言
葉
の

中
で
ア
ジ
ア
は
一
つ
で
あ
り
、
府
間
科
医
学
に
国
境
は
な
く
、
ま
し

て
最
も
近
い
距
離
的
位
置
に
あ
る
以
上
台
湾
と
い
う
意
識
を
打
破

し
、
今
後
一
一
層
緊
密
に
そ
の
連
帯
感
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
会
長
の
言
葉
を
伝
え
大
い
に
共
感
を
え
た
次
第
で
あ
り
ま

す。
台
湾
の
同
窓
は
母
校
は
東
京
歯
科
以
外
に
は
絶
対
に
無
い
ん
だ

と
叫
ぴ
、
熱
烈
な
る
母
校
愛
に
燃
え
、
し
か
も
母
校
の
誇
を
我
が

誇
と
し
て
、
常
に
台
湾
に
お
け
る
同
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を

と
っ
て
い
る
こ
と
を
自
の
辺
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
乙
と
に

力
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

さ
に
台
湾
同
窓
の
願
い
は
卒
直
に
申
し
て
、
母
校
に
子
弟
を
留

学
を
さ
せ
た
い
、
同
窓
の
近
況
を
知
り
た
い
、
そ
れ
に
は
会
報
、

名
簿
そ
の
他
の
印
刷
物
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
一
同
が
芦
を
大
に
し
て
い
る
ζ

と
は
、
二
十
年
過
ぎ
れ
¥

8 
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星

渋
谷
祐
弘
君
を
憶
う
。

去
る
十
二
月
六
日
突
然
渋
谷
佑
弘
君

死
去
の
通
知
を
頂
き
、
驚
い
た
次
第
で

す
。
愛
知
県
在
住
の
七
星
会
員
で
卒
業

三
十
周
年
を
伊
勢
志
摩
巡
り
を
挙
行
し

た
時
三
十
年
振
り
に
集
っ
た
諸
兄
が
多

数
ゐ
っ
た
が

πも
、
そ
の
一
人
で
し
た

が
頗
る
元
気
だ

っ
た
の
で
、
ま
さ
か
と

疑

っ
た
程
で
し
た
。

君
は
学
生
時
代
剣
道
部
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
、
医
儲
薬
大
会
そ
の
他
の
大

会
に
常
に
優
秀
な
る
成
積
を
挙
げ
そ
の

容
姿
は
、

今
思
い
出
し
て
も
男
性
女
性

憧
れ
の
的
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何

時
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
同
窓
の
面
倒
を
み

て
い
た
事
が
夢
の
よ
う
に
去
来
し
ま

す
。
今
、
奥
様
よ
り
の
便
り
を
記
し
て

み
ま
す
。

八
月
十
七
日
に
桑
病
入
院
(
胆
石
〉
、

九
月
十
六
日
に
手
術
を
致
し
ま
し
た
が

一
週
間
自
に
腹
膜
炎
を
起
し
、
前
後
一
一
一

問
手
術
を
致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐

も
な
く
、
と
う
と
う
十
月
十
六
日
に
他

界
致
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
て
有
難
う
と
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
の
通
り
で
す
が
、
渋
谷
君
に
は

戦
前
台
湾
総
監
持
府
経
滋
海
南
島
博
愛

よ

り
会
病
院
歯
科
に
勤
務
、
南
支
方
面
に
応

召
、
終
戦
に
て
現
地
開
業
の
由
、
苦
労

多
き
一
生
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま

す。
奥
様
に
慰
め
の
手
紙
を
書
い
て
頂
け

た
ら
と
存
じ
ま
す
。
住
所
は

熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町
限
庄

渋

谷

ミ

ド

リ

グ

孝

一

uw

裕

子
由
美
子

で
す
。

尚
二
年
の
聞
に
山
本
弥
一

、
加
賀
潔
、

重
久
正
二
君
が
な
く
な
り
、
又
渋
谷
君

と
四
君
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。
残
っ
て

い
る
会
員
は
身
体
に
気
を
つ
け
て
亡
く

な
ら
れ
た
諸
古
川
の
笑
福
を
祈
っ
て
下
さ

-け
n日
3

2

5

町
村
イ
古
川
，

A
q

-
-

z〈

七
厄
会
夫
馬

嘉
男

昭
平日
十

年
卒

伍

会

き
て
四
十
二
年
秋
の
北
海
道
旅
行
の

際
、
ク
ラ
ス
会
で
決
定
し
た
飯
坂
組
泉

及
び
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
巡
遊
旅
行
を

七
月
二
十
二
、
二
十
三
日
と
一
泊
二
日

の
行
程
で
挙
行
致
し
ま
し
た
。
御
承
知

の
通
り
福
島
に
は
佐
藤
君
、
架
以

π、

猪
狩
君
、
山
辺
君
、
字
問
君
の
五
人
の

諸
兄
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
旅
行
か
ら
一
年
目
の
再
会
で

お
互
い
の
健
康
を
祝
福
し
つ
つ
例
に
よ

っ
て
話
は
っ
き
る
事
な
く
、
そ
ぞ
ろ
年

月
の
流
れ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
次
第

だ
が
中
に
は
松
田
、
穂
積
、
両
兄
の
如

く
ス
タ
ミ
ナ
保
有
者
も
あ
り
、
北
海
道

の
岡
野
君
の
如
、
き
は
そ
の
頭
髪
の
若
々

し
き
は
一
同
を
特
に
う
ら
や
ま
し
が
ら

せ
た
。

一
夜
明
け
て
心
配
し
て
い
た
台
風
も

無
事
通
過
し
て
秋
晴
の
良
い
天
気
で
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ド
ラ
イ
ブ
を
慈
な
く
終

り
福
島
駅
頭
で
再
会
を
約
し
解
散
夫
々

帰
途
に
つ
い
た
次
第
で
有
り
ま
す
。

稿
を
終
る
に
当
り
、
穴
原
温
泉
で
の

ク
ラ
ス
会
の
当
夜
通
人
の
小
山
君
が
お

嬢
さ
ん
の
舞
踊
で
我
々
の
旅
情
を
慰
め

て
下
さ
っ
た
こ
と
と
地
元
の
諸
兄
の
御

芳
志
の
お
陰
で
愉
快
に
過
す
事
が
出
来

た
乙
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
又
、

亀
山
君
か
ら
も
出
席
出
来
な
い
お
わ
び

に
と
金
一
封
の
寄
贈
を
お
受
け
致
し
ま

し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

四
十
四
年
五
月
三
、
四
、
五
日
二
泊

四
円
の
行
程
で
卒
業
三
十
五
周
年
記
念

と
し
て
九
州
旅
行
を
予
定
し
て
居
り
ま

す
。
い
づ
れ
あ
ら
た
め
て
御
通
知
致
し

ま
す
。
全
員
参
加

を
願
っ
て
居
り
ま

す
。世

寸
日
出
席
者
(
順
不
同
)

薬
師
寺
夫
妻
、
武
藤
夫
妻
、
及
川
夫

妻
、
掘
内
夫
妻
、
訟
問
、
穂
積
、
永

m、
渋
谷
、
佐
藤
、
猪
狩
、
栗
原
、

(
次
頁
に
つ
づ
く
〉

堀

江

会

前
号
の
煽
江
鮭
一
先
生
喜
寿
祝
賀
旅

行
の
模
様
で
す
〈
編
集
部
)

-

j
r
ザ

f
d
~
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E
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fih
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国一 〆
ぱ
同
窓
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
心

配
し
て
お
り
、
で
き
る
乙
と
な
ら
台
湾

の
歯
科
大
学
を
卒
業
し
た
人
を
母
校
に

一一一
カ
月
で
も
六
カ
月
で
も
留
学
で
き
る

と
同
窓
と
し
て
種
は
切
れ
な
い
と
き
え

切
望
し
て
お
り
ま
し
た
。

台
湾
の
歯
科
医
学
の
教
育
機
関
は
台

北
に
二
校
、
台
中
に
一
校
、
高
雄
ハ
台

南
)
に
一
校
と
計
四

つ
の
歯
科
大
学
が

あ
り
、
そ
し
て
歯
科
教
育
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
同
窓
は
台
北
に
賞
混
生
、
張

春
輝
、
台
中
に
呉
仁
祐
、
高
雄
に
呂
清

寛
の
各
先
生
が
教
授
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
ζ

と
は
ま
こ
と
に
た
の
も
し
い
次

第
で
あ
る
。

台
湾
の
樹
利
事
情
は
日
本
よ
り
も
遅

れ
た
お
り
、
そ
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
そ

う
と
懸
命
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
で

き
る
こ
と
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
手
を
力

を
お
互
に
さ
し
の
ベ
て
や
る
ζ

と
が
必

要
で
あ
り
、
同
窓
と
の
連
帯
感
を
更
に

深
め
る
も
の
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い

ヲ。。
最
後
に
台
湾
問
窓
皆
様
の
狙
い
と
好

意
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
益
々
発
展
さ

れ
ま
す
乙
と
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

海

外

の

同

窓

よ

り

縄
〕

柴

田

米

三

君

大
正
十
年
卒

(古川
文
時
)
永
年
の
内
治
功
労
と
保
健

衛
生
に
尽
力
し
た
功
に
よ
り
、
勲
五
等

瑞
宝
章
を
拝
授
致
し
ま
し
た
。
ζ

の
事

に
関
し
わ
が
親
愛
な
る
同
窓
会
よ
り
記

念
品
と
祝
辞
を
賜
わ
り
深
か
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
同
窓
会
械
を
通

じ
、
会
員
各
位
に
衷
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
明
し
て
い
る
と
お
伝
え
下
さ
る
よ

l'P 

(
そ
の
二
)

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
口

柴

田

米

三

福
島
秀
策
同
窓
会
長
殿

お
便
り
に
よ
れ
ば
柴
田
先
生
は
、
在

学
中
は
剣
道
部
、
弁
論
部
、
野
球
部
等

で
大
活
躍
を
さ
れ
、
沖
縄
に
お
い
て

は
、
多
年
に
わ
た
り
実
に
多
く
の
重
要

な
公
職
に
つ
か
れ
沖
縄
の
政
治
、
社
会

福
祉
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
現
在
益

々
と
活
躍
と
の
ζ

と
で
あ
る
。

9 
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り

ス

岡
野
、
凶
能
村
、
上
野
、
藤
本
、
藤

林
、
樋
口
、
荒
井
、
小
山
、
牟
田
、

宮
永
、
池
田
、
大
津

Ic 
蜂

四
十
三
年
十
一
月
九
日
午
後
六
時

新
宿
駅
西
口
「
今
佐
」
に
て
ク
ラ
ス

総
会
聞
か
る
。
出
席
者
二
十
六
名
。

秋
山
、
堤
、
江
里
口
、
士口枝
、加
藤
、

岡
、
田
口
、
山
下
、
佐
藤
俊
て
小
野

寺
、
青
木
、
武
井
、
愛
知
、
石
井
、
渡

辺
、
浅
野
、
岡
村
、
森
、
吉
井
、
柏
村
、

佐
々
木
、
高
問
、
平
旧
、
岩
崎
の
諸
君

名
幹
事
の
森
、
古
川
田
両
許
制
に
代
っ
て

士円井
、
佐
藤
俊
郎
両
万
出
馬
、
田
打
君

と
小
生
砲
任
。

卒
業
三
十
周
年
を
明
後
年
に
控
え
、

来
年
は
、
五
月
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
岐
阜
と
決
定
、
岩
崎
、
松
山
、永
田
、

村
山
四
君
に
世
話
を
願
う
事
に
な
る
。

秋
山
許
制
デ
ザ
イ
ン
の
浴
衣
の
図
柄
が

決
ま
り
、

「
仁
蜂
会
音
頭
」
の
作
詩
、

作
山
、
振
付
け
な
ど
色
々
と
意
見
輩
出

し
た
が
決
局
、
出
席
し
な
い
会
員
の
怠

見
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
求
め
る
乙
と
に
な

っ
た
。
提
案
で
は
、
母
校
八
十
周
年
記

念
の
催
に
入
っ
て
「
仁
蜂
会
音
頭
」
を

揃
い
の
浴
衣
、
手
拭
で
踊

ろ
う
と
の

事
。
い
づ
れ
詳
細
は
各
自
へ
通
知
さ
れ

る
が
、
大
い
に
御
協
力
あ
れ
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
第
一
回
赤
城
国
際

カ
ン
ト

リ
ー
で

8
人、

第
二
回
新
潟
新

津
カ
ン
ト
リ
ー
で

8
人
、
第
三
回
は
、

十
月
二
十
四
日
富
土
宮
カ
ン
ト
リ
ー
で

平
田
君
の
尽
力
で
聞
か
れ
集
る
も
の
の

各
、
坪
田
、
佐
藤
俊
一

、
高
田
、
岡
、

小
鹿
、
佐
藤
俊
郎
、
山
田
、

森
、
平
田

第
一
位
平
田
、
第
二
位
坪
田
、

第
三
位
山
田
君
の
成
績

五
月
の
ク

ラ
ス
総
会
は
多
分
山
田
君
の

御
世
話
で
第
四
回
の
予
定
、
目
下
ゴ
ル

フ
人
口
は
会
員
中
十
九
名
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
会
誌
発
行
の
準
備
中
で
す

J 

が
、
原
稿
依
頼
を
覚
悟
し
て
お
い
て
下

さ
い
。
関
西
勢
は
と
き
お
り
ボ
ー
リ
ン

グ
会
な
ど
い
た
し
て
、
益
々
盛
ん
な
所

を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、
今
度
の
岐
阜

に
は
皆
元
気
な
師
酬
を
見
せ
て
頂
き
度
い

も
の
で
す
。

最
後
に
昨
年
の
新
潟
、
佐
渡
旅
行
に

は
す
っ
か
り
佐
藤
寛
夫
妻
の
お
世
話
に

な
り
忘
れ
難
い
ク
ラ
ス
旅
行
の
一
駒
で

し
た
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
(
堤
)

志

去
る
四
十
三
年
十
一
月
九
日
、
十
日

静
岡
県
同
級
生
諸
君
の
献
身
的
御
努
力

に
よ
り
、

熱
海
富
土
屋
ホ
テ
ル
に
お

い

て一

志
会
総
会
が
聞
か
れ
た
。

北
は
北
海
道
の
吉
田
良
収
君
夫
妻
を

は
じ
め
南
は
田
中
嘉
実
君
な
ど
同
伴
者

を
含
め
五
十
四
名
が
、
秩
空
晴
れ
た
熱

海
へ
集
合
し
た
。

ホ
テ
ル
正
面
に
は
静
岡
県
準
備
委
員

の
諸
君
が
懐
し
い
顔
を
揃
え
我
々
e
伊』
出

迎
え
て
く
れ
た
。

渡
辺
(
富
)
君
が
校
用
の
た
め
欠
席
し

た
の
で
、
ベ
ル
l
ア
ン
デ
ス
遠
征
の
話

が
中
止
と
な
り
、
入
浴
後
、
会
議
室
で

総
会
を
繰
上
げ
て
行
っ
た
。

定
刻
、
地
元
諸
兄
の
心
づ
く
し
の
宴

に
入
り
、
旧
交
を
温
め
、
一
夜
を
楽
し

く
過
し
た
。

翌
日
は
観
光
パ
ス
で
伊
東
大
室
高
原

に
向
い
、
そ
こ
か
ら
伊
豆
箱
根
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
に
入
り
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
ん
だ
。
当
日
は
か
な
り
の
強
風
で
あ

っ
た
が
、
富
士
山
と
大
島
と
を
同
時
に

望
む
乙
と
が
で
き
た
ほ
ど
の
晴
天
で
、

地
元
諸
兄
も
、
ζ

の
よ
う
な
日
は
年
に

数
日
し
か
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
好
運
に

恵
ま
れ
た
。

心
に
残
る
楽
し
い
計
画
を
立
て
て
下

さ
っ
た
静
岡
県
同
級
各
位
に
は
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
御
主
人
と
共

に
御
歓
待
、
御
世
話
下
さ
っ
た
地
一
万
の

奥
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚、

詳
細
は
一
志
会
だ
よ
り
を
た
の

し
み
に
。

四
十
四
年
度
よ
り
ク
ラ
ス
会
授
は
千

五
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
詳
細
も

一
志
会
だ
よ
り
を
と
覚
下
さ
い
。

(
長
谷
川
記
)

10 

十

....... 
"、

会

昭
和
十
九
年
卒

l
l

級
友
諸
兄
御
元
気
で
す
か
、
昨
年
改

選
期
に
あ
た
り
岐
阜
の
総
会
で
、
は
か

ら
ず
も
幹
事
に
指
命
を
受
け
た
我
々
飯

問
、
金
沢
、
坂
本
、
城
所
、
中
原
、
佐

貫
の
六
名
の
任
務
は
本
年
が
さ
し
あ
た

り
卒
業
廿
五
周
年
を
迎
え
る

ζ

と
か

ら
、
如
何
に
す
る
か
、
四
十
四
年
度
北

海
道
旅
行
、
四
十
五
年
度
万
博
の
開
催
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会

だ

よ

り

期
の
大
阪
旅
行
と
、
岐
阜
の
総
会
で
決

め
ら
れ
た
直
後
の
乙
と
だ
け
に
当
初
頭

を
痛
め
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
誠
意

を
以
て
日
本
国
中
に
散
在
せ
る

一
七

O

余
の
級
友
が
出
来
る
だ
け
多
く
参
集
し

て
久
澗
を
叙
し
あ
う
乙
と
を
目
標
に
微

力
を
尽
く
そ
う
と
い
う
乙
と
に
一
致
団

結
致
し
ま
し
た
。
御
挨
拶
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
引
継
い
だ
後
の
行
事
を
報
告
す

る
と
同
時
に
、
今
後
各
自
が
幹
事
に
な

っ
た
つ
も
り
で
十
六
会
和
合
発
展
を
め

ぎ
し
て
御
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

ω
十
六
会
東
京
会

東
京
、
関
東
地
方
近
県
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
の
築
い
た
る
東
京
会
研
究
会
が
十

月
八
日
(
火
)
午
後
七
時
か
ら
松
風
陶
歯

ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
ビ
ー
ル
を
飲

み
交
し
な
が
ら
岐
阜
の
総
会
の
模
様
を

8
ミ
リ
で
観
賞
後
、
級
友
字
梶
君
に
よ

り
、
合
理
的
な
歯
科
診
療
は
如
何
に
あ

る
べ
き
か
に
就
て
、
最
近
の
彼
の
研
究

成
果
を
基
と
し
た
合
議
あ
る
講
演
を
沢

山
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
聞
き
、
大
い
に

禅
益
す
る
所
大
で
あ
っ
た
。
次
で
、
今

後
の
十
六
会
の
運
営
に
就
き
懇
談
形
式

で
種
々
協
議
を
し
、
円
以
近
に
な
い
盛
り

上
っ
た
雰
凶
気
の
中
で
貴
重
な
意
見
が

沢
山
山
て
、
お
陰
で
散
会
も
十
一
時
頃

に
な
っ
た
程
で
し
た
。
出
席
者
名
、
福

本
、
菊
地
、
本
山
、
小
沢
、
字
梶
、
田

村
、
坂
、
村
旧
、
鈴
木
、

生
旧
、
坂

本
、
城
所
、
飯
田
、
佐
藤
、
児
玉

嘉

(順
不
同
敬
称
略
)
そ
の
時
の
取
り
極

め
の
主
な
も
の
は
、

付

十

六

会
則
は
従
来
必
要
な
し
と
し

て
き
た
が
幹
事
改
選
の
都
度
困
惑
す

る
と
と
が
な
い
様
今
度
の
幹
事
団
で

規
約
を
一
応
作
っ
て
み
る
乙
と
。

伺
東
京
会
と
し
て
の
会
費
は
別
に
な

か
っ
た
が
今
後
は
通
信
費
等
の
負
担

金
と
し
て
出
席
者
に
於
て
五
百
円
を

当
日
会
費
に
加
え
て
拠
金
し
よ
う
と

い
p

つ
乙
と
。

ω
十
六
会
懇
親
会

十

一
月
九
日
(土
)
神
楽
坂
一
平
荘
に

於
て
午
後
六
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
総
会

が
既
に
終
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
か
と

岡
山
わ
れ
た
が
、
出
席
通
知
な
し
で
参
加

す
る
級
友
も
現
わ
れ
大
変
盛
会
、
北
海

道
で
手
ぐ
す
ね
ひ
い
て
い
る
沢
田
君
よ

り
の
心
情
海
れ
る
手
紙
を
披
露
す
る
に

及
び
来
年
の
廿
五
周
年
に
は
大
い
に
祝

い
あ
う
と
謡
歌
飛
び
出
し
初
め
て
出
席

し
た
太
田
啓
次
(
長
野
)
君
を
初
め
、
久

々
に
顔
。
ぞ
出
し
た
数
君
等
岐
阜
で
は
会

え
な
か
っ
た
面
々
で
感
激
の
一
再
現
、
別

れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
来
年
の
北
海
道
を

合
い
言
葉
に
午
後
九
時
半
散
会
し
た
。

尚
当
夜
か
ね
て
全
級
友
に
乙
の
懇
親
会

通
知
に
併
せ
て
御
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
会
場
で
発
表
し
た
が
、
返

事
が
百
通
、
後
の
七
十
は
と
う
と
う
米

ま
せ
ん
。
今
後
の
御
協
力
を
切
に
お
願

い
し
ま
す
。

昭
和
四
四
年
度
、
北
海
道
で
総
会
。

参
加

四
十
名
、
予

定

六

名
、
不
参

加

三
四
名
、

昭
和
四
五
年
度
大
阪
万
博
で
総
会

参
加

六
一
名
、
予

定

三

名
、
不
参

加

三
二
名
、

昭
和
四
四
年
度
、
昭
和
四
五
年
度
共

東
京
或
は
そ
の
近
郊
で
総
会
。

参
加

四
四
名
、
不
参
加

五
四
名
、

懇
親
会
出
席
者
名
、
小
宮
山、

太
田
、

石
塚
、
小
堀
、
前
川、

増
村
、
杉
江
、

河
合
、
中
村
(
実
)
、
何
回
、
篠
原
、
中

原
、
鹿
野
(
悦
〉
、
本
山
、
山
根
、
鈴
木

(
貞
夫
)
本
問
、
坂
、
村
田
、
小
沢
、
児

玉
(
正
〉
、
田
村
、
佐
藤
、
市
川
、
飯
田

廿
五
名
(
順
不
同
敬
称
略
)

差
当
り
此
の
報
告
を
北
海
道
幹
事
代

表
沢
田
君
に
致
し
ま
し
た
と
乙
ろ
、
同

君
に
は
態
々
連
絡
の
為
、
一
月
廿
五
日

に
空
路
上
京
さ
れ
、
我
々
と
種
々
打
ち

合
せ
ら
れ
、
道
在
住
の
水
野
、
原
岡
、

神
保
、
米
沢
、
和
田
、
池
田
、
三
谷
の

七
兄
が
久
々
に
皆
に
逢
え
る
嬉
し
さ
と

熱
意
と
で
受
入
態
勢
完
了
と
か
、
全
く

十
六
会
万
歳
不
参
加
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
ら
れ
た
方
も
万
障
繰
り
合
せ
て
北

海
道
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
阪
の
方
々
四
十
五
年
度
に
は
御
世

話
御
-
臥
い
し
ま
す
が
、
今
か
ら
計
画
を

練
っ
て
下
さ
い
。
片
山
君
が
代
表
に
な

っ
て
居
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
数
く
グ

神
野
都
夫
君
(川
崎
市
)を
悼
む

昭
和
四
三
年
八
月
廿
六

U
肝
硬
変
に

て
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
卒
業
以

来
出
ら
れ
な
か
っ

た
様
で
す
が
、
地

元
、
大
川
君
の
通
報
を
受
け
、
同
道
弔

問
し
て
香
撃
を
俸
げ
て
参
り
ま
し
た
。

家
も
新
築
さ
れ
大
変
盛
業
で
あ
ら
れ
た

由
、
心
か
ら
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
当

夜
の
大
豪
雨
で
あ
っ
た
乙
と
が
思
い
起

さ
れ
ま
す
。

幹
事
を
代
表
し
て

飯
田
精
一
記

52 

年

期

会

卒
本
年
度
ク
ラ
ス
会
は
南
九
州
に
決

定
。
九
州
在
住
の
同
級
生
一
向
、
大
張

切
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
一
月
十

一
日

に
は
熊
本
の
栃
原
君
、
打
合
せ
の

た

め
、
は
る
ば
る
上
京
、
多
数
諸
兄、

家

族
連
れ
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
期
間
は

8
月
幻
日
よ
り
剖
目
、

南
九
州
青
島
、
指
宿
海
岸
の
海
水
浴
も

含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
精
細
な
各
人

宛
通
知
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
後
継
が
大
学
入
学
の
年
頃

に
な
り
、
病
気
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
そ

ろ
そ
ろ
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
健
康

第
一
に
し
て
の
諸
兄
の
活
躍
を
祈
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。(

一
月
十
一
日

山
崎
記
)

い

昭
和
二
十
六
年

L

そ

む

会

い
そ
む
会
の
み
な
さ
ん
に
は
、
益
々

と
繁
栄
の
乙
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
度
総
会
は
、
予
定
通

り
過
ぐ
る
十

一
月
九
日
(
土
〉
、
浅
草
吉

原
の
老
舗
「
松
葉
屋
」
に
お
い
て
、
還

暦
を
迎
え
ら
れ
た
関
根
永
滋
先
生
な
ら

び
に
先
生
の
奥
様
を
お
招
、
き
し
て
、
江

戸
の
土
日
を
偲
び
な
が
ら
、
盛
会
裡
に
終

了
す
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

ζ

れ

は
、

一
重
に
会
員
諸
兄
姉
の
絶
大
な
御

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す

11 
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ク

フ

ス

当
日
、
満
一白
微
笑
を
た
え
ら
れ
た
関

根
先
生
と
夫
妻
に
は
、
記
念
品
と
し

て
、
純
金
な
ら
び
に
純
銀
の
杯
を
差
し

上
げ
、
さ
さ
や
か
な
還
暦
に
対
す
る
ク

ラ
ス
会
の
お
祝
い
と
し
た
次
第
で
す
。

乙
の
会
を
計
画
さ
れ
た
幹
事
の
附
駒

雄
、
中
野
年
朗
、
塚
凹
隆
な
ら
び
に
森

野
俊
雄
の
四
氏
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
葉
屋
の
舞
台
で
、
お
い
ら
ん
か
ら

煙
車
(
長
い
キ
セ
ル
)
を
貰
っ
て
ニ
ツ
コ

リ
さ
れ
た
関
根
先
生
、
そ
の
姿
を
楽
し

そ
う
に
と
覧
な
る
奥
様
と
い
う
凶
に

は
、
如
何
に
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
金

杯
、
銀
杯
を
く
み
か
わ
し
な
が
ら
、
何

時
ま
で
も
先
生
ご
夫
妻
に
は
幸
福
で
あ

ら
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
し
た
の
は
、
ク

ラ
ス
会
全
員
の
気
持
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。改

め
て
、
関
根
先
生
ご
夫
妻
の
と
多

幸
と
と
健
康
を
深
く
祈
念
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

き
て
、
来
年
度
の
幹
事
は
、
総
会
に

て
貝
塚
雅
信
、
真
砂
義
昌
、
横
田
正
己

な
ら
び
に
武
井
範
彦
の
四
氏
と
ー決

定

し
、
次
期
開
催
地
は
東
北
地
方
の
十
和

田
湖
方
面
で
、
波
多
野
祥
二
、
成
田
文

治
、
北
材
昭
生
氏
ら
が
面
倒
を
み
て
下

さ
る
そ
う
で
、'
時
期
そ
の
他
に
つ
い
て

は
一
任
し
て
と
ぎ
い
ま
す
。

今
回
の
出
席
者
は
、
佐
藤
、
斎
藤
、

よ

り
武
川
、
崎
本
、

成
凶
、

波
多
野
、

鈴

木
、
大
川
、
松
崎
、
青
木
、
式
石
、
青

木
、
品
川
一
回
、
浦
井
、
横
瀬
、
小
熊
、
大

森
、
凶
、

貝
塚
、

佐
勝
、
斎
勝
、
坂

木
、
旧
辺
、
武
井
、
式
部
、
中
野
、
真

砂
、
板
間
、

山
問
、
尽
川
、
山
川
、
小

峯
、
水
島
、
山
下
、
久
和
、
金
折
、
天

野
、
渋
谷
、
布
縮
、
宮
山
応
、
山
崎
、
公

以
、
角
倉
、

内
出
、

山
中、

黒
須
、

版
、
近
藤
、
瓜
川
、
中
川
、
五
十
嵐
山U

計
日
名
で
し

k
。

な
お
、
今
回
は
出
席
を
予
定
さ
れ
な

が
ら
、
熊
本
市
け
学
校
歯
科
医
大
会
開

催
と
去
な
っ
た
た
め
に
、
止
む
を
得
ず

欠
席
さ
れ
た
方
が
十
数
名
お
ら
れ
た
こ

と
は
誠
に
残
念
で
し
た
。
ま
た
次

ω機

会
に
は
是
非
と
も
お
顔
を
見
せ
て
戴
き

だ
く
ド
仔
じ
上
げ
る
次
第
で
と
ぎ
い
ま

す

。

(

鈴

木

和

男

記

)

|てl

喜

会

卒
業
十
周
年
を
迎
え
た
六
喜
会
は
、

昨
年
九
月
二
十
一
日
、
三
十
二
日
の
両

日
、
学
生
時
代
、
私
共
の
副
主
任
で
あ

ら
れ
た
中
久
喜
教
授
を
招
き
、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
犬
山
の
犬
山
ホ
テ
ル
で
盛
大

沢
開
催
さ
れ
ま
し
た。

午
後
四
時
半
頃

か
ら
続
々
と
集
り
、
一

昔
の
若
缶
、
時
代

を
中
心
に
話
が
、
は
ず
み
、
総
会
、
そ

し
て
宴
会
に
移
り
ま
し
た
。

地
方
民
諮
の
の
ど
自
慢
、
そ
し
て
地

方
民
謡
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
宴
会

に
一
一
層
の
色
を
添
え
、
再
会
を
約
し
て

解
散
し
ま
し
た
。

な
お
当
日
、
中
久
喜
先
生
よ
り
私
共
に

プ
レ
ゼ

γ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
十
年
昔
の
私
達
の
若
き
顔
写
真
で
し

た
。
出
席
者
一
向
、
大
喜
び
、
な
つ
か

し
い
人
の
顔
、
や
は
り
、
今
と
は
ず
い

分
違
う
顔
だ
っ
た
様
子
、
皆
、
く
い
い

る
様
に
見
入
っ
て
話
が
、

っ
き
な
い
よ

う
で
し
た
。

最
後
に
、
本
総
会
の
た
め
に
六
ヶ
月

余
り
に
わ
た
っ
て
種
々
と
御
世
話
願
っ

た
矢
頭
、
柳
沢
、
寺
本
三
氏
に
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
す
。

本
年
は
、
関
東
近
県
で
行
う
予
定
で
お

り
ま
す
の
で
前
回
に
も
増
し
て
御
出
席

下
さ
る
様
御
願
い
致
し
ま
す
。

志

学

会

昨
年
十
一
月
三
十
日
(
土
)
、
夜
、
横

浜
中
華
街
の
華
正
楼
に
て
、
第
一
一
回
目

の
士
山
学
会
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
今
回
少
な
く
二
十
二
人
で
し
た
が

盛
会
の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。
仙
刊
に
、

飯
島
、
小
野
、
鈴
木
の
三
君
が
北
海
近

か
ら
も
ど
り
、
出
席
し
て
、
北
海
道
在

伐
者
の
状
況
を
知
り
ま
し
た
。
又
妻
帯

者
で
子
持
で
あ
る
た
だ
一
人
の
参
加
者

三
宅
君
(
旧
姓
、
氏
原
)
よ
り
子
供
を
持

っ
た
責
任
感
に
つ
い
て
の
発
一
言
は
参
加

者
全
員
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と

は
、
場
所
が
横
浜
で
あ
っ
た
り
、
時
間

的
に
学
会
と
重
さ
な
り
、
又
、
個
人
的

に
新
婚
者
が
多
い
と
い
っ
た
理
由
が
あ

発

行

所

12 

げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
参
加
の
出
欠
席

の
返
事
が
少
な
く
幹
事

一
同
苦
労
し
ま

し
た
。
第
三
回
の
総
会
は
六
月
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
今
か
ら
心
が
け
て

お
い
て
下
さ
い
。

(
幹
事
記
)

参
加
者
は
、
赤
穂
、
羽
田
野
、
桐

原
、
飯
島
、
市
川
降
、
池
田
、
中
島
、

中
川
勝
、
小
野
、

大
岡
、
増
田
、

水

上
、
宮
川
、
村
居
、
関
根
英
、
興
津
、

凶
辺
、
矢
郷
、
高
木
、

鈴
木
、

薬
師

寺
、
三
宅×

×

×

×

x
x
x
 

次
号
原
稿
締
切
り
は

三
月
十
五
日

東
京

都

千
代

田
区

三
崎

町

二
丁
目

九
番
十

八
号

東

京

歯

科

大

学

同

窓

会

電

話

東

京

ハ

二

六

二
)
三

四

二

一

円代
〉

編

集

兼

発

行

人

渡

辺

富

士

夫


